
　もちろん、久米島の
ことをあまり知らない
観光客の方もいらっ
しゃいましたが、久米
島出身の方やリピー
ターの方々もブースに
来てくださり、久米島
の思い出を暖かく語っ
てくれました。最終日
にステージで久米島を
紹介した際にも、観客
の皆さんが嬉しそうに
微笑んでいるのを見
て、色々な場所から久米島への温かい思いを感じるこ
とができました。
　この経験を通じて、沖縄県内外の
方々との交流の中で、久米島の魅力
を伝え、観光戦略やコミュニケーショ
ン方法を考えることができました。
今後もさらに多くの方々にその魅力
を届けていきたいと思っています。

世界と久米島をつなぐ エミリーのCIR日記世界と久米島をつなぐ エミリーのCIR日記
11 月の離島フェア出展
　11月に「離島フェア」に初めて参加しました！
那覇で毎年開催される離島フェアは、沖縄のさまざま
な離島の産業振興を目的としたイベントです。各離島
が出展し、伝統的なパフォーマンスや地域のグルメが
楽しめる飲食店、出展ブースなどが並びます。
　私も今回は、久米島のブースで名物の紹介や観光案
内を担当していました。最初は、英語を話す方が多い
のかなと思っていましたが、実際には台湾やインドな
ど、沖縄に住んでいる世界各国の方々が久米島ブース
に訪れてくれました。英語で案内することもありまし
たが、優しい日本語や、地図に情報を書き込んで直接
伝える方が分かりやすい場面も多く、状況に応じて最
適なコミュニケーション方法を考える良い機会となり
ました。
　また、沖縄のさまざまな島々やその島民とも触れ合
うことができ、他の離島の雰囲気を感じながら、今後
の参考になる事例をたくさんいただきました。島によっ
ては立派な名物の展示や、地元の子どもたちによる観
光チラシ作り大会もあり、観光戦略を考える上で非常
に参考になりました。

　12 月 12 日 ( 金 ) ～ 12 月 14 日 ( 日 ) の 3 日間、那覇市久茂地のタイムスビルにおいて「久米島
町 観光・物産と芸能フェア」が行われました。16 事業者が特産品及び工芸品の展示・販売を実施。
飲食部門ではで初出店の「赤鶏の唐揚げ」が好評につき完売になるなど、会場は多くの来場者で賑わ
いました。芸能ステージでは土日の 2 日間にわたり「現代版組踊 月光の按司ガサシワカチャラ」を
公演。映画「おーるーブルー」
制作陣のガレッジセールの
ゴリさん、平田理さんも観
劇されました。3 日間、久米
島ファンの皆さまにお越し
いただき大盛況となりまし
た。

　「若者たちに島への誇りを持ち、大きく成長して
ほしい」との思いから、昭和 28 年生の皆さまより、
球美ワカチャラの会へ５万円のご寄付がありまし
た。「現代版組踊 月光の按司ガサシワカチャラ」
は今年 12 月に那覇公演と久米島公演を行い、多
くの方へ感動を届けました。今回のご寄付は、島
の若者たちの未来へつなぐ大きな励みとなります。

食と芸能で久米島体感　「久米島町 観光・物産と芸能フェア」食と芸能で久米島体感　「久米島町 観光・物産と芸能フェア」

島の若者へ想いをつなぐご寄付

久米島町立学校等適正規模・適正配置検討状況
　10月 29日（水）に久米島町立学校等適正規模・適正配置検討審議会の第 2回目検討審議会を開催しました。
　少子化に伴い児童生徒数が減少している現状を踏まえ、子どもたちにとってより良い学習環境について以下
のことを議題として協議しました。
 １ 本町が目指す教育について　　　　　　　　　
 ２ 先進事例調査について
 ３ 学校教育施設の現状について　　　　　　　　
 ４ 学校の適正規模・適正配置の検討について

　特別支援教育支援員（12 月号広報）に引き続き、今回は小中アシスト相談員配置事業及び相談員の取組を
紹介します。

小中アシスト相談員の役割
　島内の 2 中学校を拠点校とし、各 1 名を小中アシスト相談員として配置し、各中学校校区内にある小学校も
支援対象としています。アシスト相談員は学校教職員と連携し、不登校児童生徒が登校できるよう主に以下の
業務を行っています。
 （１）家庭訪問や電話連絡などの登校支援。必要に応じて学校への送迎も行います。
 （２）学校教職員らと連携し、課題を抱える児童生徒の立ち直り支援。教育相談、進路相談等を行うほか、
　　　　　　球美中学校では校内自立支援室と連携して、登校や学級復帰の支援を行っています。
 （３）校内外の関係機関と連携した居場所づくり（よんなあ教室との接続）。
 （４）学習・体験活動等の支援。
　令和 4 年度より沖縄振興特別推進交付金を活用し、小中アシスト相談員を配置し、令和 7 年度は久米島西中
学校と球美中学校を拠点校に 2 名の相談員が業務を行っています。業務の実施に当たり、保護者はもとより地
域の皆さんの協力が必要となりますので、今後ともよろしくお願いします。

検討審議会の資料は

久米島町公式ホームページで

ご覧いただけます

教育委員会だより

児童生徒数の推移
　推計の結果、本町の公立小中学
校に通学する児童・生徒数は減少
傾向にあり、25年後の令和32年
（2050年）には児童220人（371人
→151人減）、生徒108人（206人
→98人減）となることが予測され
ています。

子どもの学びを応援する支援体制
第2回目　小中アシスト相談員配置事業及び相談員の取組紹介
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